
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
千住九条の会として初の「文化イベント」アフタヌーンライブｉｎ北千住を開催いたし

ます。 千住生まれのフルート奏者・渡邊哲夫さんと、千住在住の声楽家・中川遊子さん

の美しい音楽をお届けします。お二人よりメッセージが寄せられました。 

 

誰もが知っている日本歌曲、祈りのアヴェマリア、そして懐かしい歌・・・名曲のプロ

グラムで午後のひとときをお過ごしください。皆様に愛と癒しを感じていただけるように

心を込めて歌わせていただきます。皆様にお会いできることを楽しみにしております。 

中川遊子 

フルートの魅力に憑りつかれて早や半世紀。千住の皆様にフルートの美しい音色を 

お楽しみいただきたいと思います。皆様にお会いできることを楽しみにしております。 

                  渡邊 哲夫 

【千住九条の会 文化イベントのご案内】 

◆日時:９月１１日（日）午後２:３０～５時予定 ◆会場:日本基督教団北千住教会 

 ◇ミニ講演:「選挙後の９条をめぐる動き」講師:楠秀樹氏（大学講師・社会学）  

◇ライブ in 北千住 

・中川遊子「アヴェ・マリアと日本歌曲を歌う」 千住在住の若手声楽家  

・渡邊哲彦（ゲスト） 千住出身のフルート奏者 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇    ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【野党共闘と市民の共同が前進】 
 

 先の参議院選挙では、野党共闘 

が全国３２の一人区全てで実現し 

１１の議席を獲得しました。 

 ４野党と市民が安保法制の廃止、立憲主義の回復で一 

立憲主義の回復で一致して共同し 

１１選挙区で勝利したことは、大 

きな成果です。 

 東京都知事選でも野党と市民の 

共闘が継続し闘ったことは、今後 

の希望となりました。次の衆議院選挙でも野党共闘と市民の共同を継続し発展させて、改

憲を許さない大きなうねりをつくりましょう。 

千住九条の会ニユース 
 

 
   [「千住９条の会」のフェイスブックを開設しましたので、ご覧下さい] 

【連絡先】千住九条の会 事務局 
〒１２０－００３６足立区千住仲町１１－１２－９０２ 中田好美気付 
携帯０９０－６９５３－７１４４（中田） FAX０３－３８８２－３３２５ 

 

 

 

ＮＯ３   ２０１６・８・１発行 

暑中お見舞い申し上げます。 

      皆様にはお元気でお過ごしのことと思います。 

 

 



会員の皆様に「参議院選挙の結果についての感想」をお寄せいただきました。 

ここに紹介いたします。（順不同） 

 

□高梨達矢（千住九条の会世話人） 

選挙の結果だけ見ると、自公と補完勢力

が勝利し共闘した野党勢力は負けたように

見えます。しかし、今回もし野党が共闘し

ていなければ、特に一人区では野党の大敗

がより深刻であったのではないかと思いま

す。全国３２の一人区で実現した野党統一

候補は、３年前の参院選では２つしか勝て

なかった所を１１まで伸ばし、共闘したこ

とによってこれだけ反対している事を示す

事が出来たのではないかと思います。 

 しかし、自公と補完勢力が議席の３分の

２を占めました。安倍政権による経済と暮

らしの破壊や改憲策動がいよいよ重大化す

るのではないかと思います。 

私自身初めての選挙で、選挙活動を通して

政治というものがいかに重要なものである

事がわかりました。九条の会として、もっ

と憲法や政治というものを選挙期間だけで

はなく日頃から市民に対して開かれている

所で交流会も兼ねて意見交換を行い、沢山

の有権者に広められる活動が出来たらなと

思います。 

 

□飛田恵吾（千住九条の会事務局） 

先の参院選は、残念ながら、政権与党の

圧勝となり、結果として所謂、改憲勢力が

史上初めて、衆参両院で３分の２以上の議

席を占める事になりました。常々自政権で

の改憲実施を公言していた現政権にとって、

改憲の発議の環境が整ったと、ほくそ笑ん

でいる事でしょう。 

しかし、そもそも今回の選挙の結果は私達

主権者の総意を反映したものと言えるので

しょうか。私見を述べます。 

 まず、投票率の問題です。今回も５３.

６％とほぼ半分の人しか投票に行っていま

せん 。 

若年層では１８才が５１.７％、１９才は３

９.７％、２０才台では３３％との事です。 

彼達の政治への無関心、不信、不安を如何

に払拭させるのかが課題です。 

具体的には雇用、生計、社会福祉の問題、

そして何より戦争の無い現在未来の平和な

社会を支えている平和憲法、九条の存在の

意義、有用性を私達も彼達と一緒に議論し

て行く事が必要だと思います。 次に一票

の格差の問題です。今回も１対３.０３とい

う一票の投票価値に不平等が生じ、各地で

違憲訴訟が提起されています。抜本的な改

革が必要ですが、我々主権者も行動が必要

です。 

主権者の民意と言えば、今回、１１の１

人区で勝利しました。野党各党並立に比べ

七～八人の上積みがされた様です。衆院選

挙でも主権者の総意の表意方法として実施

すべきです。 

最後に、今回の選挙結果に基づく、現政権

による改憲の発議は正当性が有りません。 

何故なら選挙に際して改憲という争点を

隠してアベノミクスの成否を問うという経

済問題に焦点を当てて選挙を進めたからで

す。 

□関 博之（千住）九条の会世話人） さ

あ、出番「９条守れ！」                    

「戦争反対、憲法守れ」「９条守れ、野党は

共闘」 昨秋の戦争反対の国会前のシュプ

レヒコールの声が、今耳によみがえります。 

「野党は共闘」の願いが実現し、参院選で

は３２の１人区全選挙区で野党統一候補が

実現しました。そして１１の選挙区で勝利

しました。引き続く東京都知事選でも野党

共闘実現、この闘いに大きな成果が得られ

れば、今後衆院選等の国政選挙にも野党共

闘の展望が開けてくるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 マスコミでは参院選後、改憲政党が３分

の２を占めたと強調していますが、決して

９条改憲勢力ばかりではありません。今こ

そ国民一人一人に憲法９条の値うちを訴え

る時です。 

 自民党改憲案の憲法第２章「安全保障」

を目にした時、本当にぞっとしました。 

あの「戦争の放棄」が消えているのです。

９条の会、会員一人一人がまわりの人に訴

え伝える時だと痛感しました。 

 

□岡野博美（千住九条の会世話人） 

自公圧勝の形で終わった参院選でした。 

安倍総理は野党共闘を批判し、アベノミク

スは道半ばと言っていました。改憲はこれ

からと争点をはぐらかし選挙の勝利にほく

そ笑んでいるのでしょう。しかし必ず改憲

はやると言っていますからいずれ出て来る

でしょう。 

日本人は平和ボケしていると言われてい

ます。投票率の悪さがそれを物語っている

ように思います。しかし平和を守るという

事は黙っていてはいずれ戦争に巻き込まれ

ることになるでしょう。私たちは声を上げ、

行動することが必要であり、それをメディ

アが安倍政権の圧力に負けず報道し人々に

関心を持ってもらうことが必要ではないか

と思います。        

 
□石井一禎（千住九条の会世話人） 

１ 今回の選挙結果。 

  今回の結果は、与党と維新を含むい

わゆる改憲派が、参議院の総議員の３

分の２を占める結果（定数２４２のう

ち与党と改憲派で１６１）となり、与

党と改憲派の意思により、憲法改正の

発議が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今回の争点 

  今回の選挙前に、政府は、消費税の

増税延期が決定され、安倍総理はその

信を問うと述べていました。さらに、

アベノミクスを進めるとして、アベノ

ミクスの是非が問われました。その一

方で憲法改正については、明確に主張

せず、憲法問題については、あまり議

論なりませんでした。 

３ 若者の過半数が与党に投票 

  今回の選挙から、１８歳以上の国民

にも選挙権が認められました。選挙後

の調査では、若者層（１０代、２０代）

の多くが与党に投票したとのことです。 

４ 確かに与党は勝利したが…。 

  確かに結果だけみれば、与党の勝利

といえます。しかし、３２ある１人区

では、１１人の野党統一候補が当選し

ました。安倍内閣の現役の閣僚２人が

落選しました。前回の結果に比べれば

かなり、野党は頑張ったと思います。 

５ これからの課題 

  なぜ、若者の多くが与党に入れたの

でしょうか。少なくも、憲法を守ると

か抽象論を唱えても、若者には響かな

いと思います。現行憲法を生かすこと

により、個々の国民にとって具体的ど

のようなメリットがあるのかを伝えな

いと厳しいと思いました。現行憲法が

目標とする経済政策、教育論などを提

示しないと若者の理解は、得られない

と感じました。９条を守ることでどの

ようなメリットが国民に得られるのか

を明確に分析しないといけません。戦

争が起きればそのツケを負わされるの

は多くの若者です。このことを若い人

に理解してもらうことが必要です。 

６ 今後の企画の候補 

 １ 自民党改正草案との現行憲法と

の比較の勉強会（現行憲法と比べ

て、どのような権利が後退したの

か。自民党改憲草案が目指す経済

観、教育論はどのようなものか。

現行憲法が目指す経済観や教育

論）。 

 ２ 憲法バー 

 



   飲みながら憲法を熱く語る。 

□平沢 功(千住九条の会世話人)「語りつぐ

平和の想い―夏の平和集会」に参加を                       

6 月、沖縄で「日本キリスト者平和の会

総会」が開催され、闘いの現場を訪問し行

動にも参加してきました。普天間基地ゲー

ト前でキリスト者の呼びかけで始まった月

曜日の「ゴスペルを歌う会」。新基地建設を

中断させた辺野古と隣接する米軍基地キャ

ンプシュワブ。オスプレイ訓練のヘリパッ

ド建設を進めている高江。それぞれテント

村を作り地元の人たちが交代で詰め、訪問

者と共同の行動が毎日行われています。高

江では「皆さんが来たのでやりましょう」

と急遽始めた「建設機材持ち込み阻止・基

地ゲート封鎖」行動。こうした粘り強い取

り組みが参議院沖縄選挙区の勝利に導いた

のだと思います。私たちも戦争勢力に「ノ

ー」を、平和を愛する人を都知事に！「平

和を実現する人々は幸いである。その人た

ちは神の子と呼ばれる」（聖書）。8/14（日）

の平和集会（別紙チラシ）にぜひご参加く

ださい。 

 

□楠 秀樹（千住九条の会世話人）      

7 月 5 日の高知新聞によると、高知市内

の有権者の 83%が「三分の二」の意味さえ

も分からない。7 月 9 日の神奈川新聞にお

いても、県内 67%が分からないと回答した

とある。 

また選挙後の7月11日の京都新聞の調査

によると、有権者全体で自民党の改憲草案

を読んだ人が全体の 25%しかおらず、あと

の 75%は読んでいない。改憲支持者だけと

ってみても、その 82%が自民党の改憲草案

を読んでいない。 

「改憲勢力三分の二を阻止する」という

野党共闘のスローガンが浸透しなかったこ

と。加えて自民党改憲案の深刻さが一般に

知られていないことが明らかになった。 

今回の参議院選挙について、野党が積極

的政策提案をしていない、という批判や反

省がある。しかしまず報道が政権による威

圧によって正常に機能していないことが深

刻な痛手であった。上記の改憲についての

三つの報道はいずれもローカル紙によるも

ので、大手新聞、そして何よりテレビ局の

機能不全に対してどのように対処するかが

これからの課題だと考える。                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□西之原修斗（千住九条の会会員） 

今回の参議院選挙は野党と市民の共闘の

成果を感じられました。一般のメディアを

見ると「与党の勝利」「改憲勢力が 2／3 議

席をしめた」という報道が多いが、32 の一

人区では野党と市民の共闘は１１地区で議

席を獲得することができた。その中では福

島と沖縄では現職の閣僚に競り勝った。ま

た地元の当選議席が 6 議席の東京選挙区で

は改憲勢力と護憲勢力はお互いに獲得議席

を 3 議席として分け合った。これらの結果

は野党と市民の共闘の成果だと思います。

今回の参議院選挙の結果から改憲勢力が三

分の二の議席を獲得しましたが、まだ私た

ちがあきらめるのには早すぎると思います。

９条の会の特徴である草の根からつながる

ことを活かし、自民党や公明党に票を入れ

た人の中にも憲法改正には反対という有権

者がいることも事実です。保守や革新を越

えて憲法を守るために多くの人とつながっ

ていける９条の会の活動をしていきたいで

す。これからも共にがんばりましょう。 

□吉岡光二（千住九条の会事務局） 

参議院選挙で与党が圧勝し、自公などの

改憲勢力が衆参両院で３分の２以上の議席

を獲得したことに危機感を感じました。し

かし、自公は選挙戦で「憲法隠し」に終始

し、国民は改憲への「白紙委任」を与えた

わけでは決してないと考えています。 

安倍首相は選挙が終わったとたん、野党

を巻き込んで改憲論議をすすめる強い意欲

を示しています。また、安倍首相は臨時国

 



会に向けて大型補正予算の編成にも言及し

ており、格差と貧困を更に拡大し、大企業

と富裕層に富を集中させる「アベノミクス」

の推進や、戦争法の具体化、沖縄名護市辺

野古への米軍新基地建設、原発再稼動の推

進など世論の支持を得ていない政策を強行

にすすめてくる可能性があります。私たち

は、危機感を持って反撃を強化する必要が

あると感じました。 

今後、安倍政権の「戦争する国づくり」

のための「憲法改正」の動きが強められ

る国政の流れに対して、「憲法改悪反対」

「立憲主義の回復」を求め、平和憲法を、

そして日本の民主主義を守る運動を多く

の国民に広めていきたいと感じています。 

 

□中田 順子（千住九条の会事務局）      

 今回の参院選は史上初、野党と市民が共

闘し安倍自・公政権と闘った歴史的な選挙

でした。 

昨年９月１９日に安保法制が強行採決され

た直後から「野党は共闘」の声が広がり市

民と野党の話合いで全国３２の一人区全て

で野党共闘が実現し選挙を闘ったことは大

きな前進であり希望でした。結果は１１の

選挙区で野党共闘が勝利。特に福島と沖縄

の現職閣僚が落選し、野党統一候補が勝利

したことは原発や基地問題で怒れる民意の

表れです。野党共闘を今後も継続させ次の

衆院選ではもっと勝利出来るように頑張り

たいと思いました。 

新聞やマスコミ報道は改憲勢力３分の２

獲得を大きく報じています。それは事実な

のですが、決して有権者は白紙委任したわ

けではありません。投票率は５４，７％と

低く、そして東京新聞が７月１０日の投票

を済ませた１００人に改憲についての質問

では、改憲に反対が５５名、賛成が３１名

で「九条を守るべきだ」の声が圧倒的だっ

たとのこと。選挙前のＴＶ番組では選挙関

連が少なく、争点がくしのまま選挙が行わ

れました。このような状況の中で、私たち

は、まだまだあきらめることはないと思い

ます。改憲イエスは少数派なのですから。

今後の安倍政権の動きに注視しながら、も

っともっと沢山の人々と共に憲法を学び、

九条を守るために活動したいと思います。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千住九条の会 第２回世話人会議のご案内 

◆日時:８月２３日（火）午後６:3０～  ◆会場:日本基督教団 北千住教会 
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の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す

る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反

す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。 

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で

あ
つ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し

た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る

国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 

第２章 戦争の放棄 

   第９条  

日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる 

戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、 

永久にこれを放棄する。 

   ２ 前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の

交戦権は、これを認めない。 

 

◆憲法コラム ３１０－９«第１回»◆ 

尾嶋ひろし(千住九条の会世話人) 

 

参議院選挙が終わった。改憲四党の

議席数が三分の二を超え、落胆してい

る人も多いと思う。これで憲法改正は

現実のものになった。 

九条は改悪されるのではないかと。

でも私はまだまだ大丈夫だといいた

い。それはアベ自民党にとってかなり

ハードルが高いからである。公明党も

お維新も九条改憲は望むことではな

く、目指す改憲項目もバラバラである

からだ。まとめるのは本当に容易では

ない。でアベ自民党は得意のごり押し

でまとめあげるだろう。おそらく最初

の改憲案の国民投票は次の任期満了の

衆議院選挙の直前にぶつけてくると予

想する。約二年後である。そのとき 

の改憲案はおそらく九条の改憲はな

く、巧妙なトラップ（わな）が隠れた

「おためし改憲案」のようなものがで

てくるだろう。そのときわれわれはど

うすれはいいか。決まっている。どん

な案が出てきても答えは「ＮO」で 

ある。これからが本当の闘いの始ま

りだ。 

みなさん、頑張りましょう。（つづく） 

 

※憲法コラムは毎号に連載予定です。 


